
	
	
	
	
	
	

	
	

『最後の言葉』 
 〜解釈と理解不能性についての考え〜 

 

 

    すべての言葉は沈黙に沈む 

    すべての画像が最終的に消えます 

    私たちはピクセルクラウドで構成され、 

    そして、表示されて消えているメッシュの一部だ。 

 

    歴史の数え切れない墓地を見るとき、 

    誰でも言うことができる何がか。 

 

    私たちの説明の努力は無駄に見えます。 

    考古学者の言うことに耳を傾けるのは誰ですか? 

 

    過去の図書館をどれほど広範囲に閲覧しても、 

    すべての羊皮紙が 

    最終的に色あせたり割れたりすることはありませんか？ 

 

    明日のサイバー図書館を考えてみて、 

    注目に値するものはありますか？ 

 

    時間と空間を渦巻き、 

    すぐに彼らは遠く離れになります。 

 

    ポッ！ 

    もう一つの泡が壊れてしまった！ 
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